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赤沼産日本キリと九重キリの材質比較試験
(Research materilas) 

Comparisons of the Strength and Related Properties of 

KOKONOE-KIRI and NIPPON-KIRI gorown in Japan. 

Wood Meci13.nics of Wood Technology Division. 

強度研究室(1)

昭和 28 年当初，台湾産のキリがきわめて生長のはやいことについて種々の論議がなされた結果，本邦

に舶殺されたものと日本キりについて，その材質:こ関する総合調査すf画が樹てられるに至ったーしかし，

その後，いろいろの事情で，このことの実切が困難;こなってきたので，当研究室として，一応単独の調査

計画をたて，林業試験場赤沼試験地産の日本キリと九重キリ各 1 本を試教材として採集し，一般的樹木形

質と強度，収縮等の材質試験を実行した

試斜が各1:本に限られているため，両種のキリについての一般的比絞はむろんできないが，同一林地内

で，同等環境，しかも同年令のものであることこよって，ある程度の比較資判;こはなりうると考えたので

とりあえず発炎することにした〉なお，本試料採集i二あたっては，室員が現地調査をおこなったが，その

際，試験地主任である三宅捜官はじめ，試験地1段員の方々および木材部物斑研究室侮原技官に多大の御援

助をいただいた。ここに深くお礼を申しのべる今

1.試験木の採集

この試験木は，農林省、林業試験場赤沼試験均1IP'l;こ柏殺された日本キリ，九重キリの各 1 本であり，現地

調主まのうえ，採集したものである二

採集した現地の状;日はつぎのとおりである、

1. 1 試験木の生立地

埼玉県赤沼， ~休業試験場赤沼試験地内で， 日本キリは 11 本， 胸高直径 17 cm~42 cm (17, 20 , 21 , 

23 , 23 , 23 , 34, 37 , 37 , 38, 42)，九重キリは 3本，胸高直径 31 ， 31, 35 cm のものが畑地内に 1 図の

ように舶殺され，このj巧聞はコナラ，クヌギなどの雑木林でかこまれている二このほか，同試験地内で，

この位f1まより南東， 11・畑と竹林をへだてて 5 本の九重キリがf位決されているが， 日本キリと九重キリの材

質比絞の関係上，同一地内で各 1 本を占来集したのである一なお， ~，木地，試験木についての調査写真を参照

されたいご

1. 2 試験木の伐採

昭和 28 年 7 月 24 日，この 1 本の試験木を伐採したが，このさい，胸高直径，樹高，校下高，樹冠半

径等の樹木外観形質を測定するとともに，樹幹祈解をおこない，かつ，その樹幹祈解用円盤について，東

西南北四方向別， 1~2 年輪ごとに生材水分量を測定した。さらに，樹冠部については，その枝の着生す

る地上高と，校の菅生部の直径，長さを測定，全校条についてその重量をはかつて樹冠重量をもとめた。

後日の参考として，試験木の胸高部より標本円盤を採取保管しているコ

(1)沢田 稔・山井良三郎・辻完司・石川知子・児玉芳郎・近藤孝一
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第 2 図試験木の樹幹析解図

2. 試験木の生長

試験木の生長状況については，第 2 図および第 2

表，第 4 表に氾したとおりで，九重キリの方が相当

第 1 凶試験木の生立地 早い生長を示している

第 1 表 試験木一般形質

日本キリ N. P. 九重キリ K. P. 

がl 物学名 Paulowniα to押zentosα i Pαulo切れ:ia soγt叫叫ei

樹 令 12 年 12 年

胸高]I'{径

中央直径

24.0 X 26.0 cm 36.0X 40.0 c押包

14.5X 15.0 cm 24.5 cm 

樹 局 11.80m 14.30m 

校下高

望高|

伐根高|

校条数|
樹冠重量|

3.40m 2.90m 

6.30m 7.67m 

O.OOm 

23 ;$: I 19 本

O.OOm 

169.5kg 410.0 kg 

幹材積 0.249 m3 0.622 m' 
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第 3 表 年輪巾の分布 (N. E. S. W の平均直)

A. 日本キリ N. P. 単位 mm

T
司

O

脳
同
一
日
1.30 

715 I 2.8 1 4.3 

3o 1 1.5 1 2.4 

10.30 1 1.5 1 2.31 

3.35 

辺材→心材・ 年輪番号

7 ・ 3 6 ・ 6 7.3 I 7 ・ 3 7.2110.7112.5116.8 121.0' 27.3111 ・ 9

14.91 4.6 5 ・ 2 6.8 11.0: 10 ・ l l3 ・ 41 4.51 
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B.九重キリ K. P. 

l 辺材→心材 年輪番号
地上高| ー←

(m) 1 樹皮 1 1 1 2 1 31 4 5 16 1 7 1 8 I 91 10 1 11 12 
030 1 5.5 1 11 汀~1~.5 [ 10.3 ! 12.0116.6122.7戸市6.3136.1 125.0 1-7~; 
130 1 6.0 110.8 1 6.5 1 9.2 1 ヲ 9 113.4 115.2 119.9 i 19. 1 I 29.5 1 31. 0 /17.5 1 9. 1 
350 1ιo ! 8 ・ 51 4.1 1 6.71 9 ・ 2 111. 3 ! 17. 5 1 22. 6 I 33 ・ 7 1 28.7 1 4 ・ 1 1 8.1 I 
530 [ 4.0 1 7.5 [ 3.9 1 6.7 [ 77 i 13.6 [ 17.7 [24.3130.1 [16.41 7.71 

i 4 8.5 戸三ム.8 示 6.9; γ 寸 | 
3o 1 3.3 16.0 i 3.0 1 4 ・ 1 [ 4.3 [ 12 ・ 41 1 ヲ 6/14.61 9.31 
35 1 3.1 1 5.31 4.014.01 5.81 8.3114.61 3.91 7.61 1 1 

i1.40 1 3.0 1 4.1 [ 431 51司五]五l | 丁丁一11-1----
12.30 い 8 1 2.5 I1.51 1.91 3.9 と三|工51 二]二一 1 1 1 一丁-

第4 表試験木の平均年輪rfJ.樹皮厚および辺材巾キ

地! 日本キリ N. P 九千十 l JRJ-
ま| 平均年輪巾 (抑制) im�w:lill:ttr!J1 平均年輪巾 (mm) ---r-""'--:1 ~ lfIW 11.1 ".~，.~/樹皮厚回材巾 i 一一一一←一一一一一

一回_[_~IE_L'一一[ーャケ竺li_mむk倒的 1 ~I _:_ !三_l_~ |平均 I(刑判 1 (問問〉
山 1 11 ・6(1241125l?-6|llバ~6_~~三~.91~0三 1~8. 川 14.8118.31 5.51 示三一

石市9 8.3 I 而 9.4 I 9.51 2 ・1 11 1. 6118.8117.8 而司司山r~117.;
335 9.2 I 8. 8 I 8.2 1 8.0 1 8613.1111.01 1 1 1 1 

竺 _1__-上 ___J_ 14.51 14 . 6 竺 1 1 2.91 14 . 2 1 4.0; 13.0 
川 B4i 8.3 1 日!日 |ω3.8 I 9.3 14.2 11 ・ 8113 ・ 71l5.31 13 . 8 1~1.~.0-

715 1 7.2 I 5 ・ 7 i 5.1 I 4.0 1 5.5[ 2 ・ 8 I 901/  1 
7 ・ 80 1l  J _ ~ _1_1 _ _ __  i三6 10.9 9.4! 10.9111.01 3.0! 7.9 
930. 2.0 1 2.6 1 3.0 1 2. 6 1 2.6 1 1 . 5 I 5. 9 1 8 . 9 I 89 I 8 ~I 工 7 戸寸司 7.8
lω1.7 1 2 ・ 1 2.0 1 2.21 2.0 1 1 ・ 5 [ 6 ・ 3 1 1 1  
10.35 i i_~.7 [_6.6 [ 6.7 [ 4.61 6.7! 3.1 9.0 
Jし40 1 丁 1 上J-! 示|五 iと_1~hl可8.0
12.30 1 I I 1 2.51 2.0 1 26 231 2.31 1.81 5.1 
*伐傍j時水分による色調差明らかな部分の仮称

3. 試験木の生材含水率

第 5 表と第 6 表にこの試験木の生材合水率を示した。この試料については，九重キリの方が，含水率犬

となっている c 後述する比重でも九重キリの方が犬きいから，絶対含有水分量としてもやはり九重キりの
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第 5 表 試験木の生材含 7k 率 単位=%

叫| 日本キリ N. P 九重キリ K. P. 

者 l 平均含水率 u%  ! iJ百三一水三 τ9& 
(m) I N1 E 1 S 1 w 1 平均|最大国、|可戸 S-T w--I 平均|最大同ご
U司 2081 214 1 213 1 223 2可五 1 140 I 310 i 3ム I 2'可云1 313 い75|JJ
1 ・ 30 1157 1171 1 157;208 i 169i 275 1 ぬ 12801 268 i 272 I281 i 276: 335 I 140 
3 ・~oI 127 i 1221 1551 134: 2251 85' 1 
3 ・ 501 1210! 219. 230! 2131 2181 290 1 125 
530 1 91! 92 1 99 I 1 1 1 99 1 145 1 60 203 I 19o 198[ 185 I 197 i 280 1 80 
715 1 76 1 94 1 85 i 100 1 89 1 160ω1 i 1 1 
780 1 1 1 1147 I 157 1 163 I 152 155 1 280 1 90 
9 ぬ[ 55 1 50 [ 55 I 55 54 i 55 50 1135 1 124 138 I 164 I 140 1 2551 65 
1o.ω1 55 [ 55 [ 60 1 65 I 59 1 65 I 55 II  1 
10.351 1 1 1 1 11371 1251 1221 1361 131 1 180 1 70 
11. 40 1 1 1 1 1 1 80 1 90 1 80 I 90 1 85 1 90 1 80 
12 ・ 30 [ 1 1 i 65! 55 1 70 I 80 I 68 1 80! 55 

第 6 表 地上高別生材含水率の分布 (N. E.S. W の平均イü\D

単位=96

地 l 竺本竺1) 斗ア: | 九重キリ K・ P.
ま 1 辺材→心材 年輪番号 | 辺材→心材 年輪番号

(m) [1.2[3.415.6[7.819.10111 i 1.213.41 5 6 1 7 1 8 1 9 110 111 
30 1 154 1 203 1 211 1 229 1 226 ド65 1 291 1 318 i 313 1323 1 32912991311 い48 1 2印

1詞…ロトー I ;44 ~79-1 示 1---;; -1 ム iム1-256 !ムド在~8] 2591171 
竺1- 165 1 ~ ~O 1-1 ~O T 11イ125-1- 100 1 トド 1 1 -1 ーし二 l
3.50 1 I 1 1 1 1 I 241 1 258 2631216 ; 236 11761 136 1 
三30 1 130 1 104_j_出 81 し州 出三斗254 1__!7~EI131 1 831 i 
7 ・ 15 1 130 1 80 I 75 i 70 ~1I I 
780 1 1 1 i 加[ 159. 156 i 104 . 1061 1 

! ; 1188 174. 15o 1 80 1 751 1 1 
o59  I t I 1 

10 ・ 351 1 i I164l 149 I 129 i 80 |  
11.4-01- 1 1 I 下下 85 I 1 1 1 
~.30 1 1 --i-- : 68 1 1 I 1 1 1 
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方が多いわけである。樹幹内での最多含水率の位置は， JL重キリでは，地上高 0.3m の心材内部(髄心

部近く〕に 348% を示すものがみられ，地上高の高くなるにつれて減少の傾向をしめしている。 日本キ

りでも，同様に ， 0.3m の髄心部近くに 265% を示す部分がみられ，その他地上高による変異の傾向は

九重キリと同様である。

4. 収縮試験

4. 1 試験方法

]ISA 1003 の方法をflh 、て， 促目および板 l=r方向の収縮，ネを気乾より全乾までの区間についてもとめ

たぺなお，試験体は T.G.=BCS. 曲げ試験休の端部より木取ったものである c

4. 2 試験結果

この間放の結果は第 7 表，第 8 おこしめすとおりである 表中， 出r-征口方向の平均収縮率;世t ニ板

門方向の平均収縮率をしめずc 表について，日本キリと九重キリを比較してみると，初期含水率および試

験を実泊するまでの処即には全く差がないが，比重;土やや九重キリの方が大きい傾向にある。しかし，こ

れもとくに問題となるほどの差ではないc 柾目方向の平均収縮率では両者一致した結果をしめし，板目方

向で若干日本キリの方が大きくなっている c また，収縮による狂いに関係する〔板目 柾目〕の値では，

日本キリの方が大きい傾向を示した 板門と柾目の収縮率のI七では両者ほとんど同等で，総じて板日収縮

率は佐円収縮率の約 2.5 倍とみることができょうご

第 7 ;j交 日本キリの収縮率(平均収縮率=日)

u= 含水率; R1戸試験初期比重 ; Ro=全乾比重
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6-3 I 11.2 

7-3 ' 11.3 

8-3 10.9 

9-3 11.1 

10-3 10.7 

11.0 

1.9 7.1 土6%

5. 強度試験

5. 1 試験方法

方法については，縦圧縮によるポアゾン比の測定を日本キリについてのみおこなったが，それ以外のも
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第 8 夫 九重キリの収縮率(平均収縮率=出〕

- 89 ー

T. G. I P. No. : 
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BCS-BR , 7-3 

8←ー3

110-3 

A 

土ム9&

U i R I/, RI) αt l dr  的引 …r I 

9� I g/cm' i g/cm3 % % % % 
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3.13 

1.67 

2.32 

2.44 

2.49 

15.4 

のではすべて， JISA lOJ5~ JISA 1011 (JISA 1009 を除く〉によったごポアゾン比の国u定には，縦横 2

まEの x-tensomet巴r をNh 、ているつその詳細は別途報告の予定であるのでここでは省略する

5. 2 試験結果

5. 2. 1 引浪試験結果

この試演は，セシイ方向 (L) ， 柾円方向 (RJ および板目方向 (T) の 3 方向についておこなったもの

で，第 9 表~第 13 表にその結果を示した3 表中， b二平均年輪巾; f=平均春材半， E= ヤング係数;

<(fp=比例限出力 ; cT 01.= 強度 E川=破壊[i寺の変形度， T=試験時室内気温; H= 同関係恨皮; Lv =平均

荷重速度; M=算術平均値;::1::ム%二 ßJ撃を旦 X100; A=(T ,.+T,) の平均をあらわすこ
乱f

なお，第 13 表に，この両者の材の異方性について比較した結果をしめしてある。すなわち，ヤング係

数 E では，両者とも，同様の傾向をしめし，征司方向はセンイ方向の約 10% 程度，板目方向は約 5%

程浸とみることができる一

この比率関係は比例限応:力町や強度 σ怖についてもほぼ向様な傾向としてみとめられるようである p

破壊定形度 E川では，センイ方向に比して，駐日方向では約 20% 程度減少しているが，板目方向では，

かえって 2 倍以上になっていることが注目される τ また， ε刷出および ω の数値関係をみれば，センイ

方向の応力歪曲線はほとんど最後まで直線的であるのに比し，柾目 板百と j順次曲綻性をおびてきてい

ること，とくに板目方向では相当な曲線域をもっていることがわかるつ次に，日本キリと九重キリとの比

較であるが，明らかに日本キリの方が大きいとみられるものは，板目方向のヤング係数と比例限宮、力で，

d他はすべて九重キリの方が大きし、かあるいはほとんど差がみとめられないようである=とくに差の大きい

ものとしては，板目ヤング係数，柾目比例限応力，板目破壊変形度とその ω である 3 他はほとんど 10%

内外の差で，全体として，ほぼ同等とみるのがEしいように思われるご

5. 2. 2 圧縮試験結果

この結果は，第 14 表~第 18 表に示したこなお，第 14 表，第 15 表中， BCSーCII は，静的曲げ試



第 9 表 日本キりの縦引張試験結果
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第 13 表引張異方性

Lニセンイ方向， R=柾H方向; T=板目方向

T. G.=T ,. T内 T， (Tension 11 &よ to GrainJ 

b u R，ε E 
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l必…1.云己ムiつ云瓦9 1 ∞叫1 0.9判7パ1 0

N.p.1 竺_1_1土 3 1 11.0 

MjL 1 1.00 1 0.97 

K. P.jN.p.1 0.72 1.58 

|11O1050261027|ω1 60 1 6.5 1 2 ・ 3
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験体の端部より底力エイキヨウを考慮して切り取ったものであるコ

第四表は，圧縮における異方性を示しーた表である 3 この場合，横圧縮の σ5 をもって最大尽力とした

が，これは比較のための仮定で、ある。ただ，この仮定を設けた理由は，横圧縮の場合， 5~~ 程度の変形皮

をすぎても底力の上昇はきわめて少なく，かつ尽力 歪曲線のこの点付近の Tangent はかなり安定して

かっ最IJ、となる傾向を有することから判断したものである。
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第 14 表 日本キリ (Nippon-f王 iri) の縦圧縮試験結果
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第 15 表 九重キリ (Kokonoe-Kiri) の縦圧縮試験結果
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第 16 表 日本キ リ の;ff買圧縮試験結果〔側面カタサ試験結果を含む)

C，.=柾目方向 ; C ， =板目方向 ; êp =比例限γ釘fi皮 ; 町 二 5% 変形度のときの応力

RO L l σp l 一三 一 (f，
kg/cm' % kg/cm' I kg/cm' .問zn

X D X D D 

16 19 0.39 0.54 22 
15 18 0.32 0.47 24 
16 19 0.39 0.62 24 
16 16 0.96 0.55 24 
15 17 0.34 0.49 24 
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16 18 0.35 0.57 24 
16 18 0.33 0.68 23 
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第 18 表 圧縮異方性

T. G.=CI : C,. : C, (Compresion // &よ to GrainJ. 

τI R ITI二iiLLlJ キー(
b E 

T. S. 押包骨1 l03kg/cmヨ

:-J_ M 同町 14.5[1 1. 0 [10.5[可|雨戸両l-i 二一
M/L [1 ・∞ [1 ・ 63 [1 ・ 12 11.00 [ 0.951 0.9511.0010.97 1.00 1 1 ∞ |ω9 

:~I M [戸阿川 11 0[10.5[11.0 [o.27l--;;-玄同町τ(
I M/L [1 ∞[ 0.98 [ 0 叶 l ∞戸司τ:ム[~;-[ 0.93 ~O~下1.00 戸.07 [… 

K.P./正面l~ 48[2 川 l 叫 l ∞ 1 1 ∞| 105 11 店副1.瓦[ 1.05τよ!…

主171:干1JlJJJ?「:-1三一
一王1 205互主E旦正店;;-1!τ戸司ゴ7川J什[ 34川I 0.7叫8バ[ 0.47斗|川10.可.4瓦L孟1 O.元… lO …M/ルL [い1. 0∞O川I 0 ω |同仏ω川.心Oω7 1い1.心O∞o[い0.1日5 0.13[い1.∞ l いO.印 ! 0.53パ[ 1.必訓6印o 1 1. 60 

N.p.l~215[ 16 [12 260 I 24 1 27 [0.821 0.67 10 ・ 451 0 ∞4410 0055 
・ 1 M/L 1 1 ・ 00 Iω7 1ω61l ∞ 10 州 o 川 1 ・∞ 1 0 民日5 1 1.00 I 1.25 _;~ 

U雨l;~訂1. 121 1. 1711 ∞ [1.5811.2610.9510.70 日戸訂三一

T. S. g/cm3 ~。C % k.g/cm九 min

LIRITILIRITIL  RITI  L R T 

:.;.1土 r~-;~r;~;-I O!~ ~七立三FJ[E1工プ 4
M/L 11 00 [ 0.96 山[1.00 [ 1.00 1 0.69 1 1 ∞!日 ; 1.00 1 ・∞ 1 0.10 0.10 

N.p.l~o 判 0.23 ' 0.24 1 13 1 12 1 1_1 1___2_1 66 : 73 1 38 1 2 1 2 

M/L 11 ∞ |ω1 0 叶 1 ・∞ 1 0. 92 1ω[1 ∞ :ω1 1 . 00 I 1. 00丁工E715:05

K.P./N工1;司て可J戸同[ 0.821 0.88 I 0.891 0.88. 1.08τ.00 I 2.00 

第 19 表 引張と圧縮の比較

Tens. 0.241ω1 0.261 60 1 6.51 2.31 

hg/cmヨ kg/cm'
L i R I T I L I R 

4∞ I 29 1 20 520. 44 

N. P. 1 Comp. [0 ・ 251 0.23 1ωI 59 1 4.41 2.2 i 215 i 16 1 121260|2" 

T 

38 

27 

it|096!104|lmil-8 1.0511.86 
! 
1. 811167 卜 00 1. 83 1.41 

ITens. I 0.261 0.251 0.251 59 6.91 1 ・ 7 1 435 1 42 i 17 I 凶 53 35 

plcmp|0 おいおい 25 1 臼 1 5.51 2.4 j 205 [ 18 1 14 I 260 I 38 

劃1.00 1 ∞卜 ool09511407l i24233 卜 21 12. 10 11. 40 1. 03 

34 
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第 20 表 日本キリの縦圧縮荷重によるポアソンl七

l P. No・ 1 1 1 2  31415161A'土ム%
11 b 1 mm i 11.5 1 13.3 1 10.3 1 - 1 - 1 - 1 - ! 

21 f 1 % 4 1 8 1 7 1 12 1 12 1 12 9 I 34 ・ 2
31 u 1 %1  13.0 1 14.0 1 12.0 1 13.0 1 13.0 1 13.0 13.0 1 4.4 

寸~I gfcm3 10.28 1 0.30 1 0 川 0.27 下示 1-;.28 1 0.29 

5 1 Rο gfcm' 1 0.25 1 0.26 1ωI 0.24 1ω5 日 1 0.25 ' 

JElloh山!ト :jiltiJ7i ト
l ! 日ーに7Jj 「τ汁 62 62 64 下

7 1σl' 1 kgfcm' 176192 208 1 176 1 175 1 193 187 1 

B lσ肌 kgfcm包 2281 232 1 260 1 240 1 242 1 236 240 I 4.3 

91 é叫r;~日 |ω0.41 1 0.40 1 0.54 1 050 1 0.46 

一10 1 川山 1 0.77 1 0.83 0.80 1 0.74 1 戸 1 0.82 1 078 I 己
l11ω|σJE 1 0.0039 : 0.0037 i 0.00371 0.0035 i 0 ∞391 0.00381 0.0038 3.9 

12II-'LT1 é ,jéz 1ω0.58 1 0.56 0.671ω0.69 I 0.61 

13 1μ LR 1 érféz ωJω0.41 1 0.43 0.460.45 1 0.42 

1存[ 二五ド52 I 1. 37 戸1.37 1 1.53 1.4 

151 T 1 ~つc 1 27 I 27 i 27 I 26 1 26 1 26 ・ 5 1 27 
i可IT -%--- 74 74 ---74-~-- 73 I . �-;--~ 

l l l1!?三日J-1L竺片-1v kgfcm'.min I B42 1 40 1 46 1 50 1 47 46 1 

1li t 1  2.5∞ 1 2.5∞ 1 2.495 I 2 印o 1 2, 505 1 2.5∞ 2.500 
D !仰! r i2 州 2.505 1 2.5凡 2 叫 2. 510 1

l i l i9980(9 姉 1998019980 1 山5 9.980 9.980 I 

19 iιL. cm I 11 1 4 _ 1 __4 14 1 4 I 4_1 _~4 1 
i ょ 21 2 1 212 2121 

j xU;::!;::lz|:121U 100 

Gl=第 1 回目の比例限度内の負荷

M=平均 (Gl， B, G2) 
G.L.=境長

B=同禄除荷
μ= ポアソン.l:Iと

D=試片寸法

G2=第 2 四百の破壊までの負荷

入=測定倍率
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第 21 表 日本キリの部分圧縮試験結果 (2 ・ 2 ・ 10 cm') 

CPT=板目方向荷重， CPR=柾日方向荷重 (板日商事{f重)
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第 22 炎 九重キリの部分圧縮試験結果 (2 ・ 2 ・ 10 cm3) 
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第 23 表 日本キリのセン断および木口面カタサ試験結呆

ST=板目函セン断， SR=t正司面セン断

b f u R" Rリケ Lv Hl 
T. G. P. No. 

mm % % gfcm3 gfcm' kgfcm' i kgfcm' ・ min kgfmm' 

l-1 14.4 1210・ 5 0 ・ 26 0 ・244812B2・ 3

1-6 I 11.5 ! 0.25 0.24 46 35 2.3 

2-1 14.81611 ・ o 0.29 I 0.26 i 46 37 2 ・ 6
2-6 I 11.5 0.29 0.26 46 34 2.6 

3-1 i 7.3 14 11.0 I 0.29 0.26 I 47 25 2.7 

3-6 I 11.5 I 0.29 I 0.26 42 32 2.6 
BCS-ST I 

4一一 1 I 6.4 16 10.5 I 0.26 0.23' 37 37 2.5 

4 61110  026024138126i20  

5-1 I 6.8 13 11.0 I 0.28 0.25 I 38 38 2.4 

6 'v  I 11 ・ o I 0.28 ' 0.25 I 38 I 

M 9 ・ 9 I 10 11.0 I 0 ・ 28 0 ・ 25 43 I 32 2 ・ 5

土ム% I 38 ・ 7 I 53.o υ 5.6 4.2 9.9 14 ・ o 9.6 
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さて，圧縮の場合も， その E， σp については，ほとんど引張の際に示した呉方性に一致していること

がわかる内 σ5 は柾目方向も板目方向も， センイ方向の強受の約lJ%内外とみることができるようであ

るつ

引張と圧縮との比較を第四表に示したが，ヤング係数でで、lは土両者の差はわずbか、で，大体同様とみても大

きな言諜呉りはないとおもうト士 σρ と σ札Jρ坤，

張が圧縮の約 2{倍音になつているごこれに対し，板目では， 1.5 倍程度とみられるが，これは，この場合の

細胞到列性から生ずる潜在曲りが，圧縮の際に初期モ{メントとして作用することを考慮すれば当然のこ

とと考えられるコ

5. 2. 3 日本キリの圧縮 C 11 )によるポアソン比
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第 24 表 九重キリのセン断および木口函カタサ試!lj{j;:結果
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参考のために，日本キリ 6個につきポアソン比 (μLR.， μ LT) を測定したので・第 20 表にかかげておく c

5. 2. 4 部分圧縮試験結果

この結果は第 21表，第 22 表に示したっ荷重方向による差異としては， りでは，柾目方向荷重の方ヵ:

小で，日本キりではあまり差はないが，九重キリでは板目方向は柾目方向より 20% 程度大きくなってい

る。円ではとれと反対で，九重キリではほとんど差がないが， 日本キりでは，柾目方向が大きく，板目

方向より 15% 程度上廻る結果をえた。

5. 2. 5 セン断試験結果

この結果は第 23 表と第 24 表に示したc セシ断面についてみると，日本キリでは，板目セシ断強度は

柾目セン断強度の約 70% であったのに対し，九重キリではほとんど差がなかった。また，日本キリ土九
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第 27 表静的出1げ試験における日本キリと九重キリの比較
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Eòニ曲げヤング係数(実測値); Ec=圧縮ヤング係数(計算上の曲げヤング係数にあたる) ; 

σ bp- 曲げ比例限底力; σc-圧縮限度(計算上の曲げ比例限応力); σò= 曲げ破壊係数;

σpr-曲げ破壊係数の計算値， r=内/σc ， 内=引張強度( 11); 
3r-l 

σbr= ・ σ
r+l 
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主主キリとのセン断強度の比較では，板 ô ，柾目いずれも九重キリの方が大で，全体としては，約 359~ 程

度上廻っている

5. 2. 6 静的曲げ試験結果

この結果は筑 25 表~第 28 表に示した 荷重面による差異はあまりないが，日本キリ，九重キリとも

に， σ1"σ叫において若干，板目面荷重の方が大きい傾向を示した また，日本キリと九重キりの比'1淡で

は，第 27 表に示すように，ほとんど差はみられないっ

つぎに，第 28 表に示した実測値と計算値(准定値〉との比較では，曲げ破壊係数について日本キリも

九重キリも若干実測値の方が高めにでているが，その差はいずれも平均 10% 以内で，かなりよく一致し

ている 1 ヤング係数では，実測値は准定値の 90% 程度であって，測定精度などからみて当然であろう

また，比例限度では約 30 9-& 実ìiliJ ñ査の方が高いが，計算上からみて 20% 程度上廻るのは当然であるが，

若干高すぎるような傾向はみとめられる

5. 2. 7 街磐曲げ試験結果

これは，第 29 表~第 31 表にその結果を示したっこの結果は他の性質と比して若干バラツキが大きい

傾向にあるが，とくに荷重面のエイキヨウとして，明らかではないが，日本キリで若干板自国荷重の方が

大きくなっているさ日本キリと九重キリとの比較では九重キリの方が，セン断と同様大きく，約 30?i 上

廻っている

第 29 表 日本キリの衝撃曲げ試験結果

u=衝撃曲げ強さ (1吸収エネルギ~)

1 P.b  f l u lRM ー Ro iul  Comp 11 G She旦r l q 

T.G. 、IN，0. l 1 l| ぇ |1 3 l 一一σ一一r一一 Lγ 一一一ヶ一一一 Lv ___. 0' 

i No.1 mm I % %!  g/cm' ! gjcm, l kgmj四%
1 1 13.2 1 10 1 1 1. 5υ710.2410.2112301 100 155; 50 ! 4 ・ 2
2 114.61 12 1 11.510.2810.251 0.26 1 2601 100 1 62 39 ~ 4.2 

3 1 9.71 9 111.510.27 10.241 0.19 1 2451 95 1 45 1 53 1 5.4 

IC~ 1 4 1 8.31 18 1 11 ・ 01 0.251 0.221 0.21 1 230 1 84 3: I 38 i 6.6 
5 1 7.0 1 18 1 11. 5 1 0.25 1 0.23 1 0.29 1 235 1 94 1 57 1 41 4. 1 

6 1 9.91 11 111.010.27 1 0.241 0.23 1 2351 106 1 54 i 32 4.4 

M 110.5 1 13 11.5 I 0.27 , 0.24 0.23 240 I 97 I 51: 42 4.8 

11.5 0.24 I 0.22 0.20 215 83 49 1 3ム 4.4 

M 10.4110 1 11.50.260.24 0.18 235 106 58 ! 37 4.1 

TjR 1.28 1.02 0.92 1. 14 1. 17 

A 110.41 12 11.5 0.21 235 101 54 I 40 4.5 

土ム% 3.2 9.1 8.7 21.3 9.2 13.1 18.3 16.5 17.1 
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第 30 表 九重キリの{!Ñ盤lillげ試験結果
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第 31 表衝撃曲げ，圧縮およびセン断における日本キリと九重キリの比較

T. G.= ICS (Imp旦ct bending; Compression; ShearJ 

T. S. 
b u q 

K. P. 

N. P. 

K.P. 
N.P. 

第 32 表収縮率，カタサおよびセン断における日本キリと九重キリの比較

T. G. = BCS CShrinkage; Hardness; ShearJ 

I u I R". ，店 l 出! 詛_r  I a1" ~t α/ ，- I HI Hl Ht 

T SV17示戸川~.I %- I-~一一|ωl両i両副両
K・ P・ 14.1 111.0 1 0.28 Iω2 1ω41 仏 118 1ω6 i 2.491 2.9 1 0.6 I 0.8 I 72 

杢三三日 1 1. 0 1 0.281 0.221 1 0 似戸37 巴EE口アド~I 0.6~ 
M]. 50 i 1.00 I1.00 I 0. 92 1 1 ∞ 1 0.861 0.941 0941 

]. 07 
1 

1. 20 
1 

1. 33 
1 
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5. 2. 8 カタサ試験結果

この前駁;工，横圧縮試験体で側面カタサを， またセン断試験体で木口面カタサを測定したc したがっ

て，第 16 表，第 17 表，第 23 表，第 24 表と第 32 表にその結果を示した。これらによると，征目と

板目のカタサの差はほとんとe問題にならない程度で，木口面のカタサの約 20% となっているむまた，日

本キリと九重キリとでは，若干九重キリの方がカタイ傾向を示しているご

以上，材質試験の結果を要約すれば次のようになる c

この試験木に関するかぎり，ヤング係数では，日本キリ，九重キりにおいてほとんど差がなく，他の収

縮率，強度数値等すべて，きわめてわずかながら九重キリの方がすとれていた。しかし，実用的な尺度で

比較した場合，全く優劣を論ずることができない乙その他，この資料を検討して各利用面に対しての判断

の参考とされるよう期待している二なお，平均収縮率とヤンゲ係数との関係 (æE) についてみると，号 l張

と圧縮を綜合して，日本キリでは. �.E=4.8 (kgfc四t') で変化係数は土12.7% ;九重キリでは， 日Eニ

4.7 (kgf口日つで変化係数は土18.2% を示した。 この関係の安定性を示すには，若干バラツキが大きい

ようであるが，平均値については，九重キリと日本キリとでほとんど差がないようであり，両者を綜合し

た場合の æE= 4.7 (kgfcm') で，変化係数は土15.8% となる。

今後，キリ材の利用も，いろいろと開拓されてゆくであろうが，最軽量材としての特質を充分把握して

おく必要があると考えられる。したがって，キリに対して，とくに，その材質上疑義または関心をもたれ

るかたがたは，すすんでその材質言帯電貴を実施されるよう望みたし、c そのような場合，当研究室としては，

事情のゆるす限り御協力申上げる考えであることを一言つけ加えておくこ



第 3 図 円本桐の全景(中央)
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第 4 図 日本桐の閥幹
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